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紹介コメント 

量、質ともに危機的な状況にある地下水を守るため、日本各地で名水を保全してきた。し

かし、それだけでは十分ではないと考えた著者が「育水」を提唱し、自分が使う地下水は

自分の力でつくることを考える仲間を増やしたいため出版した一冊。全体が７つのカテゴ

リに区分されていることで分かりやすく、科学、工学、法律など多面的に地下水を学ぶこ

とができる。身近な名水は水循環から俯瞰すれば一部であることを気づかせてくれるだけ

ではなく、「水穂の国」日本こそが育水を世界に発信し、資源として良質な水をつくれる国

であることに改めて考えさせられる一冊である。 
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